
日本生活体験学習学会  

第 ２ ７ 回 研 究 大 会  大 会 要 項 
 

このたび、4年ぶりに佐賀県で研究大会を開催する運びとなりました。前回はオンラインに

よる開催となりましたが、今回は 10年ぶりとなる対面での佐賀大会を、西九州大学を会場と

して開催いたします。皆様と直接顔を合わせ、語り合えるこの貴重な機会を、心より楽しみに

しております。 

また、シンポジウムでは、佐賀県内で子育て支援に尽力されている実践者の方々をお招きし、

現場の実践と社会の変化について深く掘り下げてまいります。 

対面だからこそ生まれる対話と交流を通じて、実り多い大会となりますよう準備を進めてお

ります。ぜひ多くの皆様にご参加いただきたく、心よりご案内申し上げます。 

 

第 27回佐賀大会実行委員長 上野 景三（西九州大学） 

 

１．期 日    2025年 9月 20日（土） 

 

２．会 場    西九州大学（佐賀キャンパス）３号館 

〒840-0806 佐賀県佐賀市神園３丁目１８-１５ 

 

３．日 程 

 

４．参加費  ＜研究大会＞ 会員：1,500 円  非会員：500 円 

       ＜懇 親 会＞ 6,000 円（要事前申込）   

＜弁  当＞ 800 円（ミニカップフルーツ付き）（要事前申込） 

※大会前日の 9月 19日（金）18時 30分より『トマトの湯むき』（佐賀市駅前中央 2-2-

10 アビタシオン神野 1F ℡0952-31-5171）にて懇親会を行います。参加を希望さ

れる方は、事前申し込みが必要です。 

※当日、大学の売店、食堂（カフェ・レストラン）は営業しておりません。昼食にお弁当を

希望される方は、事前申し込みをお願いいたます。 

 

５．申し込み方法 

参加を希望される方は、下記QRコードより 2025 年 9月 2日（火）までにお申し込み

ください。 

 

参加申し込みフォーム UＲＬ ： https://x.gd/n0IRI 
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■ 9：00～     ■■ 受 付          ：３３１７教室  

 

■ 9：20～     ■■ 開会行事        ：３３１７教室             

 

■ 9：30～11：30  ■■ 自由研究発表       ：３３１７教室  

 

個人発表 ２0分（15分発表 ５分質疑）／共同発表 ３０分（2５分発表 ５分質疑） 

＊共同研究の発表者には○を付しています。 

 

 司会：山本 一成（滋賀大学）   鴻上 哲也（伊万里市民図書館） 

  

９：３０～１０：００  親の保育参加体験について 

～全国の保育施設を対象とした調査の結果から～ 

○菅原 航平（福岡県立大学） 

永田 誠（大分大学） 

大村 綾（西九州大学） 

 

１０：０0～１０：３０  子どもとの対話の場面における大人の「居方」モデルに関する研究  

○山下 智也（北九州市立大学） 

○牧原ゆりえ（一般社団法人サステナビリティ・ダイアログ） 

 

１０：３０～１０：５０  必修科目化された生活体験活動に対する大学生の 

モチベーションの継続理由 

矢ヶ井 那津（北九州市立大学） 

 

 

１０：５０～１１：３０  総括討議 

 

 

 

 

 

 

■ 12：30～13：40 ■■ 総 会            ：３３１７教室  

 

 



 

■ 14：00～16：30 ■■ 公開シンポジウム       ：３３１８教室  

 

「子育て・親育ちと生活・社会の関わりの変化  

～10 年の軌跡を踏まえて～」 

 

2013 年に今回と同じく西九州大学を会場に開催した研究大会では、学会が当時、議論して

いた経済的要因による生活体験の格差とそれを補う体験活動のありかたについて、「子育て」と

「親育ち」を目的とした子育て支援や家庭教育支援と生活体験学習プログラムの視点から議

論・課題提起してきました。あれから約 10年が経過し、その間にコロナ禍を経て、体験活動

の様相に大きな変化がもたらされました。そのような生活体験の変化を中心に、ここ数年は体

験活動の持つ意義、あるいは再創造といった視点で議論を展開してきました。 

そこで、プロジェクト研究部会として、この約 10年の軌跡を踏まえ、改めて、子どもを取

り巻く状況を把握し、現代の特徴と課題を整理する必要があると考え、シンポジウムのテーマ

を「子育て・親育ちと生活・社会の関わりの変化 ～10年の軌跡を踏まえて～」としました。

「子育て支援」にこれまで関わってきた実践者の声をまとめて、新しい格差の様相も含めて、

本学会が捉える地域課題を提言していきます。 

 

プロジェクト研究部会 川邊 浩史（西九州大学短期大学部） 

 

 

 

 【 登壇者 】 

   司会進行 ： 川邊 浩史 氏（西九州大学短期大学部） 

 

   話題提供①： 宮嶋 晴子 氏（九州女子短期大学） 

           「経済格差と子育て支援の課題の変化」 

 

話題提供②： 大村 綾 氏（西九州大学） 

        「多胎児支援からみる子育ての課題の変化」 

 

話題提供③： 藤﨑 久美子 氏（認定こども園 ひなた村自然塾）  

        「既存の学校教育の枠から離れてきた子どもと 

その保護者の支援と課題の変化」 

 

話題提供④： 山口 ひろみ 氏（NPO法人 唐津市子育て支援情報センター）  

        「地域子育て支援活動における親の育ちの変化」 

 

指定討論者： 上野 景三 氏（西九州大学）  恒吉 紀寿 氏（北九州市立大学） 

 



■□■□■□■事務局からの連絡■□■□■□■ 

◆書籍販売◆ 

当日は、会場内で生活体験学習の関連書籍の販売を行います。販売したい書籍がある場合、

必ず事前に学会事務局（info@seikatsu-t.org）までご連絡ください。個人での持込み販売は、

ご遠慮ください。 

 

◆会場案内◆ 

■西九州大学 佐賀キャンパス 

〒840-0806  

佐賀県佐賀市神園 3-18-15   

TEL：0952-31-3001（代表） 

 

＜JR利用＞ 

JR佐賀駅（長崎本線）下車 

 ※佐賀駅バスセンターからは市営バスが運行 

＜市営バス利用＞ 

 ・市営バス（若楠・佐賀記念病院線） 

～西九大神園前下車（約200m） 

 ・市営バス（卸センター・佐賀大学病院線） 

 ～西九大神園南下車（約 200m） 

※「佐賀駅バスセンター」または「佐賀駅北

口バス停」よりご乗車ください。 

＜自家用車利用＞ 

大学構内の駐車場をご利用ください。 

 ※詳細は西九州大学HP アクセスマップをご覧ください 

 https://www.nisikyu-u.ac.jp/access/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第 27回研究大会 佐賀大会実行委員会】 

実行委員会事務局 大村 綾 

〒840-0806 佐賀県佐賀市神園 3-18-15 西九州大学 

   ℡：0952-37-9604（研究室直通）  E-mail： oomuraay@nisikyu-u.ac.jp 

会場 

北門 

正門 


